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(57)【要約】
【課題】組み立て工数が少なく、小型化された照明器具
を提供する。
【解決手段】照明器具１００は、主照明具３０と、主照
明具３０を補助する補助照明具２５と、主照明具３０と
補助照明具２５とをそれぞれ点灯・消灯させる本体部１
０と、を備える。本体部１０は、主照明具３０と補助照
明具２５とに電力を供給し、且つ、それぞれに点灯・消
灯させるように制御する駆動制御回路が配置された基板
２０を備える。補助照明具２５は、基板２０上に直接的
に配置される。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　主照明具と、前記主照明具を補助する補助照明具と、前記主照明具と前記補助照明具と
を点灯させる本体とを備える照明器具であって、
　前記本体は、
　前記主照明具と前記補助照明具とに電力を供給し、且つ、それぞれを点灯・消灯させる
ように制御する駆動制御回路が配置された基板を備え、
　前記補助照明具は、
　直接前記基板上に配置される、
　ことを特徴とする照明器具。
【請求項２】
　前記主照明具からの光を反射する反射板をさらに備え、
　前記反射板は、
　光を通すための通光部を備え、
　前記補助照明具は、
　前記本体と前記反射板との間の空間内に且つ前記通光部に対向するように配置される、
　ことを特徴とする請求項１に記載の照明器具。
【請求項３】
　前記補助照明具からの光を通し、拡散させる透光拡散カバーをさらに備え、
　前記補助照明具は、
　前記透光拡散カバーと前記反射板とに覆われ、
　前記反射板は、
　光を通すための穴を備え、
　前記通光部は、
　前記穴と透光拡散カバーとから構成される、
　ことを特徴とする請求項２に記載の照明器具。
【請求項４】
　前記通光部は、
　前記補助照明具より小さなスリット状の複数の穴である、
　ことを特徴とする請求項２に記載の照明器具。
【請求項５】
　前記補助照明具は、発光ダイオードである、
　ことを特徴とする請求項１乃至４の何れか１項に記載の照明器具。
【請求項６】
　前記主照明具は、蛍光灯である、
　ことを特徴とする請求項１乃至５の何れか１項に記載の照明器具。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、主照明具と補助照明具とを備え、それぞれを消灯・点灯できるようにした照
明器具に関する。
【背景技術】
【０００２】
　現在、主照明具と補助照明具とを備え、それぞれを消灯・点灯できるようにした照明器
具が市販されている（例えば、特許文献１）。
【０００３】
　上記の市販されている照明器具が備える補助照明具は、白熱電球であり、入力電源によ
り直接電圧が印加されることにより点灯されている。そのため、上記照明器具は、補助照
明具を制御するための機械スイッチ又はトライアック（ＴＲＩＡＣ；双方向サイリスタ）
等より構成される制御回路を、主照明具の制御回路とは別に備えている。
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【０００４】
【特許文献１】特開平５－２４２７１５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、上記照明器具は、主照明具と補助照明具とのためにそれぞれ制御回路を備えて
いるため、それを生産する際の組み立て工数が多く、従って、コストが高かった。また、
小型化を図る上で障害となっていた。
【０００６】
　本発明は、上記問題点に鑑みてなされたもので、組み立て工数が少なく、小型化された
照明器具を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の観点に係る照明器具は、
　主照明具と、前記主照明具を補助する補助照明具と、前記主照明具と前記補助照明具と
を点灯させる本体とを備える照明器具であって、
　前記本体は、
　前記主照明具と前記補助照明具とに電力を供給し、且つ、それぞれを点灯・消灯させる
ように制御する駆動制御回路が配置された基板を備え、
　前記補助照明具は、
　直接前記基板上に配置される、
　ことを特徴とする。
【０００８】
　例えば、前記主照明具からの光を反射する反射板をさらに備え、
　前記反射板は、
　光を通すための通光部を備え、
　前記補助照明具は、
　前記本体と前記反射板との間の空間内に且つ前記通光部に対向するように配置されても
よい。
【０００９】
　例えば、前記補助照明具からの光を通し、拡散させる透光拡散カバーをさらに備え、
　前記補助照明具は、
　前記透光拡散カバーと前記反射板とに覆われ、
　前記反射板は、
　光を通すための穴を備え、
　前記通光部は、
　前記穴と透光拡散カバーとから構成されてもよい。
【００１０】
　例えば、前記通光部は、
　前記補助照明具より小さなスリット状の複数の穴であってもよい。
【００１１】
　例えば、前記補助照明具は、発光ダイオードであってもよい。
【００１２】
　例えば、前記主照明具は、蛍光灯であってもよい。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、組み立て工数が少なく、小型化された照明器具を提供することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１４】
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（第１の実施例）
　以下、本発明の第１の実施例に係る照明器具１００について説明する。照明器具１００
は、主照明具と補助照明具とを備え、それぞれを点灯させる。
【００１５】
　照明器具１００は、図１，２に示すように、本体部１０と、基板２０と、主照明具３０
と、取付装置５０と、フード６０と、から構成され、天井板２００に取り付けられる。
【００１６】
　本体部１０には、図３に示すように、基板２０が接着又はネジ止めされている。また、
本体部１０は、取付装置用穴１１とランプ支持部１２と蛍光灯ランプソケット１３とを備
える。本体部１０は、取付装置５０を取付装置用穴１１に挿入し、取付装置５０に対して
固定される。本体部１０は、主照明具３０とフード６０とを取り付けることができる。
【００１７】
　取付装置用穴１１には、取付装置５０が挿入され、該装置が備えるフックによって本体
部１０は取付装置５０に固定される。
【００１８】
　ランプ支持部１２は、主照明具３０を固定する。
【００１９】
　蛍光灯ランプソケット１３は、主照明具３０を固定すると同時に、後述する基板２０の
駆動制御回路からの電力を主照明具３０に供給する。
【００２０】
　基板２０は、図３に示すように、その上に補助照明具２５と電源部接続用コネクタ２７
と蛍光灯接続用コネクタ２８とを備え、電源部接続用コネクタ２７と蛍光灯接続用コネク
タ２８との間に主照明具３０と補助照明具２５との駆動制御回路を備える。なお、電源部
接続用コネクタ２７は、図示しない外部電源と図示しない電線でつながっており、外部電
源から電力を供給される端子となる。蛍光灯接続用コネクタ２８は、蛍光灯ランプソケッ
ト１３と図示しない電線とを介して主照明具３０とつながっており、駆動制御回路からの
電力を主照明具３０に供給する。
【００２１】
　基板２０の駆動制御回路は、主照明具３０と補助照明具２５とに電力を供給し、また、
主照明具３０と補助照明具２５との点灯・消灯を制御する。基板２０の駆動制御回路は、
図４（ａ）に示すように、フィルタ回路２１と、整流回路２２と、平滑回路２３と、点灯
回路２４と、補助照明具２５と、制御回路２６と、から構成される。
【００２２】
　また、図４（ｂ）（ｃ）に示すように、基板２０は、絶縁体２０ａとパターン２０ｂと
はんだ２０ｃとを含む。パターン２０ｂは、電源部接続用コネクタ２７、フィルタ回路２
１、整流回路２２、平滑回路２３、点灯回路２４、補助照明具２５、制御回路２６、蛍光
灯接続用コネクタ２８等を接続する。
【００２３】
　フィルタ回路２１は、図示しない交流電源（外部電源）より電源部接続用コネクタ２７
を介して供給された交流電圧からノイズを除去し、整流回路２２に供給する。
【００２４】
　整流回路２２は、フィルタ回路２１から供給された交流電圧を整流し、整流した整流電
圧を平滑回路２２と補助照明具２５とに供給する。
【００２５】
　平滑回路２３は、整流回路２２から供給された整流電圧を平滑し、平滑した整流電圧を
点灯回路２４に供給する。
【００２６】
　点灯回路２４は、制御回路２６の制御の元、平滑回路２３から供給された整流電圧を高
周波電圧に変換し、主照明具３０に供給する。
【００２７】
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　補助照明具２５は、発光ダイオードであり、制御回路２６の制御の元、点灯・消灯する
。また、補助照明具２５は、図１に示すように、基板２０にソケット等を介さずに直接、
その端子が取り付けられる。
【００２８】
　さらに詳しく説明すると、補助照明具２５は、光源部２５ａと二本の端子２５ｂとから
構成される。また、補助照明具２５は、二本の端子２５ｂの何れかから電流を入力され、
入力された電流によって光源部２５ａを発光させ、二本の端子２５ｂの何れか他方から電
流を出力する。二本の端子２５ｂは、図４（ａ）（ｂ）に示すように、はんだ２０ｃによ
ってパターン２０ｂに接続される。
【００２９】
　制御回路２６は、補助照明具２５と主照明具３０との点灯・消灯又は灯りの強さを制御
する。
【００３０】
　主照明具３０は、環状円形の蛍光灯であり、制御回路２６の制御の元、点灯・消灯する
。主照明具３０は、本体部２０が備えるランプ支持部１２と蛍光灯ランプソケット１３と
に支持される。主照明具３０は、蛍光灯ランプソケット１３と図示しない電線とを介して
蛍光灯接続用コネクタ２８より電力を供給される。
【００３１】
　取付装置５０は、天井板２００に固定され、また、着脱可能に本体部１０を固定する。
【００３２】
　フード６０は、半透明なプラスティック等の樹脂素材で構成され、外観を良くする為に
本体部１０や主照明具３０等を覆う。フード６０は、フード上部６１とフード下部６２と
から構成される。図１，２に示すように、フード上部６１は、本体部１０に取り付けられ
、フード下部６２は、フード上部６１に取り付けられることによって、フード６０は、本
体部１０や主照明具３０等を覆うことができる。
【００３３】
　以上、第１の実施例に係る照明器具１００によれば、主照明具の駆動制御回路上に補助
照明具が直接的に配置されるため、組み立て工数を大幅に削減できると共に小型化を図る
ことができる。
【００３４】
（第２の実施例）
　第１の実施例では、主照明具３０の光が本体部１０に当たるとその光は損失となったが
、本体部１０を反射板で覆うことによってそれを防いでも良い。この場合、反射板に補助
照明用の穴を設け、本体部１０と反射板との間に補助照明具２５を収納することによって
器具全体をスリムな構造にすることができ、デザイン性に優れたものにすることができる
。
【００３５】
　以下、本発明の第２の実施例に係る照明器具３００について説明する。照明器具３００
は、主照明具と補助照明具とを備え、それぞれを点灯させる。
【００３６】
　照明器具３００は、図５，６に示すように、本体部１０と、基板２０と、主照明具３０
と、反射板４０と、取付装置５０と、フード６０と、から構成され、天井板２００に取り
付けられる。なお、照明器具３００では、本体部１０に主照明具３０が取り付けられるの
ではなく、反射板４０に主照明具３０が取り付けられる。
【００３７】
　本体部１０には、図７（ａ）に示すように、基板２０が接着又はネジ止めされている。
また、本体部１０は、取付装置用穴１１を備える。本体部１０は、取付装置５０を取付装
置用穴１１に挿入し、取付装置５０に対して固定される。本体部１０は、反射板４０とフ
ード６０とを取り付けることができる。
【００３８】
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　基板２０は、図７（ａ）に示すように、その上に補助照明具２５と電源部接続用コネク
タ２７と蛍光灯接続用コネクタ２８とを備え、電源部接続用コネクタ２７と蛍光灯接続用
コネクタ２８との間に主照明具３０と補助照明具２５との駆動制御回路を備える。なお、
電源部接続用コネクタ２７は、図示しない外部電源と図示しない電線でつながっており、
外部電源から電力を供給される端子である。蛍光灯接続用コネクタ２８は、後述する蛍光
灯ランプソケット４２と図示しない電線とを介して主照明具３０とつながっており、駆動
制御回路からの電力を主照明具３０に供給する。
【００３９】
　基板２０の駆動制御回路は、第１の実施例と同様であるので説明を省略する。
【００４０】
　補助照明具２５は、発光ダイオードであり、制御回路２６の制御の元、点灯・消灯する
。また、補助照明具２５は、図５に示すように、基板２０にソケット等を介さずに直接、
その端子が取り付けられる。また、補助照明具２５は、本体部１０と反射板４０との間の
空間に配置される。
【００４１】
　主照明具３０は、環状円形の蛍光灯であり、制御回路２６の制御の元、点灯・消灯する
。主照明具３０は、反射板４０が備えるランプ支持部４１と蛍光灯ランプソケット４２と
に支持される。
【００４２】
　反射板４０は、図７（ｂ）に示すように、ランプ支持部４１と蛍光灯ランプソケット４
２と取付装置用穴４３と補助照明用穴４４とを備え、本体部１０に取り付けられる。反射
板４０は、主照明具３０による照明を反射し、照明を適切に導く。また、本体部１０と反
射板４０とによって基板２０が囲まれ、基板２０上の補助照明具２５が本体部１０と反射
板４０とに囲まれる空間の内部に配置される。
【００４３】
　ランプ支持部４１は、主照明具３０を固定する。
【００４４】
　蛍光灯ランプソケット４２は、主照明具３０を固定すると同時に、基板２０の駆動制御
回路からの電力を主照明具３０に供給する。
【００４５】
　取付装置用穴４３は、図５に示すように、取付装置５０を通すための穴である。
【００４６】
　補助照明用穴４４は、補助照明具２５の照明を本体部１０と反射板４０とに囲まれる空
間の外側に通す。
【００４７】
　その他の構成は、第１の実施例と同様であり、説明を省略する。
【００４８】
　以上、第２の実施例に係る照明器具３００によれば、主照明具の駆動制御回路上に補助
照明具が直接的に配置されるため、組み立て工数を大幅に削減できると共に小型化を図る
ことができる。また、補助照明具２５が、本体部１０と反射板４０との内側にあるため、
器具全体をスリムな構造にすることができ、デザイン性に優れたものにすることができる
。
【００４９】
　なお、本発明は、上記実施例に限定されず種々の応用及び変形が可能である。
【００５０】
　上記第２の実施例では、補助照明用穴４４に円形の穴を適用したが、図８に示すような
、人間の指が入らない大きさのスリット状の複数の穴を適用しても良い。
【００５１】
　また、図９（ａ）に示すような透明なカバー４５を補助照明用穴４４に被せるようにし
ても良い。なお、カバー４５は、補助照明具２５の照明を拡散させるような構造を取る。
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カバー４５を補助照明用穴４４に被せることにより、異物が本体部１０の内部に侵入する
ことを防ぐことができる。
【００５２】
　また、図９（ｂ）（ｃ）に示すように、補助照明具２５の光源部が反射板４０の外側に
配置されてもよい。
【００５３】
　また、図９（ｄ）に示すように、透明なカバー４５がランプソケット４６を介して反射
板４０又は本体部１０に取り付けられても良い。
【００５４】
　また、照明器具１００，３００は、上記実施例では天井板２００に固定されたが、天井
板２００から吊り下げるようにしても良いし、卓上等に置かれるスタンド型のものにして
も良い。
【００５５】
　反射板４０は、透明なプラスティック等の樹脂で構成されても良い。
【００５６】
　また、照明器具１００，３００を構成する樹脂や金属等の材料も任意であり、その他、
具体的な細部構造等についても適宜変更可能である。
【図面の簡単な説明】
【００５７】
【図１】本発明の第１の実施例に係る照明器具の構成図である。
【図２】本発明の第１の実施例に係る照明器具の分解図である。
【図３】図１の照明器具の部品である本体部の平面図である。
【図４】照明器具の回路図である。
【図５】本発明の第２の実施例に係る照明器具の構成図である。
【図６】本発明の第２の実施例に係る照明器具の分解図である。
【図７】図５の照明器具の部品である本体部と反射板の平面図である。
【図８】変形例を説明するための図である。
【図９】変形例を説明するための図である。
【符号の説明】
【００５８】
１０　　　本体部
１１　　　取付装置用穴
１２　　　ランプ支持部
１３　　　蛍光灯ランプソケット
２０　　　基板
２０ａ　　絶縁体
２０ｂ　　パターン
２０ｃ　　はんだ
２１　　　フィルタ回路
２２　　　整流回路
２３　　　平滑回路
２４　　　点灯回路
２５　　　補助照明具
２５ａ　　光源部
２５ｂ　　端子
２６　　　制御回路
２７　　　電源部接続用コネクタ
２８　　　蛍光灯接続用コネクタ
３０　　　主照明具
４０　　　反射板
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４１　　　ランプ支持部
４２　　　蛍光灯ランプソケット
４３　　　取付装置用穴
４４　　　補助照明用穴
４５　　　カバー
４６　　　ランプソケット
５０　　　取付装置
６０　　　フード
６１　　　フード上部
６２　　　フード下部
１００　　照明器具
２００　　天井板
３００　　照明器具

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図９】
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